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１．長寿命化修繕計画の背景・目的とこれまでの経緯 

 

1) 背景 

 高畠町は、人口 2.3 万人を擁し、奥羽山脈の奥地に源流を持つ、最上川の支流である屋代川、和田

川が形成した扇状地に拓けた町であり、稲作や梨・ぶどう等の果樹栽培を主体とする農業や観光業を

主な産業とする。 

 標高が高い米沢盆地にあるため、夏は真夏日や夏日が暑く冬は氷点下となる日が多く、日本海越え

季節風の影響により最深積雪は 1m を越えることもある比較的過酷な環境の下、近隣道路としては、一

般国道である国道 13 号、113 号、399 号の他、高速道路である米沢南陽道路が走り、主要地方道とし

て、県道 1 号、7 号が通る。町管理橋梁は、これらを保管するべく走る道路に架かり、農業用地や果

樹園内を走る道路にも多く架けられている。冬季には山間地の一部区間が閉鎖され、主要な町道には

凍結防止剤が散布される。 

 先の東日本大震災を省みて、地震や水害に対して住民の生活を守ることは、第一に優先されるべき

であり、橋梁の維持管理においても当然ながら反映するべきである。また、今後さらに厳しくなるこ

とが予想される財政事情を考慮して、既存施設を効率よく維持管理するために、長期的視点に立った

橋梁マネジメントシステム構築も必要なことである。 

高畠町が管理する橋梁 307 橋の多くは今後急速に高齢化が進み、供用する上での安全性が懸念され

る状況に到ることが予測される。これに対処するために橋梁の延命化が重要となり今後の橋梁維持更

新費用の増大が予測される一方で、町の財政状況は今後も更に厳しさを増すことは確実である。 

こうした状況において、橋梁の利用者である町民に確かな「安全・安心」を提供しながら、橋梁を

「健全に、より長く」使い続けることが、喫緊の課題となり、「橋梁の劣化・損傷が軽微なうちに補修

対策等を計画的に実施して、維持更新の費用を縮減するという予防保全的修繕に基づく「長寿命化修

繕計画」の策定を急ぐ必要があると判断され、平成 30 年度の「高畠町橋梁長寿命化修繕計画」を策定

し、公表した。 

  

 

-1- 



 

 

2) 目的 

点検や補修を定期的にかつ計画的に実施して、町民生活に不可欠な道路ネットワークを恒久的に提

供する。また、橋梁の傷みが小さなうちに対策を講じてできるだけ長く使うという“予防保全型管理”

を基本とした点検・補修・更新等の計画を策定し実行することにより、従前の対策を実施してきた場

合に生じると予測される対策費用を縮減し、町財政の更なる健全化を実現する。 

 

3) 高畠町としての橋梁長寿命化修繕計画策定の方針 

 高畠町として、「地震等自然災害に強い町づくり」のために、 

①町民の安全・安心の保証を第一とする交通路線の提供 

②将来の厳しい財政事情を考慮した効率的かつ確実な橋梁維持管理の実現 

③今後長期的に継続的改善を行うシステムに基づいた橋梁維持管理及び修繕計画 

を基本的な柱とする。 

社会基盤の安全性に課題が投げられた東日本大震災を教訓に、危険な橋梁の撤去ないし供用制限を

先行して行い、膨大な費用を伴う架替は最小限に抑えて健全な橋梁は可能な限り使い続けることを前

提に長寿命化修繕計画を策定する。 

 

4) これまでの経緯 

平成 23 年度策定の修繕計画においては、短期 10 年間ならびに中長期 50 年間程度の計画期間におい

て、高畠町が供出できる予算額を設定し、管理橋梁の重要性や供用状況からグルーピングを行い、維

持管理レベルに差異を設けることにより効率的な修繕計画の策定を目指した。また、高畠町の重要施

設や基幹産業に直接関与する路線に架かる橋梁に対しては、利用者の災害時救済、生活利便を反映し

たものとした。 

比較的広範囲に及び分布する管理橋梁は、日常の維持管理に相当な人的資源の投入が必要であるこ

とから、より効率的な点検と維持・補修工事を行うためのマネジメントシステムを確立して、恒久的

な社会基盤の維持管理システムを構築することとし、地域コミュニティへの周知を行い住民と密着し

た維持管理体制の確立を目指すこととした。 

 

（前回計画と補修工事の実績と知見を反映） 

 高畠町は、平成 23年度策定「橋梁長寿命化修繕計画」の修繕計画に従って、緊急性の高い橋梁

から順次補修などの対策を講じてきた。その間国土交通省は平成 26年 6月に「道路橋定期点検要

領」（道路局）を発行、5年ごとに近接目視による点検を義務化し、山形県もこれに合わせて平成

27 年 2 月に「橋梁長寿命化総合マニュアル」（山形県県土整備部）を改訂した。従来の遠望目視

を基本とするものに比べて点検と健全性診断の精度は数段向上したと考えられ、補修や架け替え

等の対策の要否判定もより適切に行われることが期待される。 

 こうした状況から、高畠町としても、前回策定された計画を「より精度が高い」ものとするこ

とを目的に、また厳しい財政状況下で最適な修繕計画となるべく見直しを行うこととする。 

また、橋梁維持管理費用の縮減や事業の効率化のために、点検や補修における新技術の活用を推進

するとともに、橋梁の撤去・集約化についても積極的に検討していくこととする。 
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高畠町の管理橋梁の代表的なものを示す。 

 

 

 

 

２．長寿命化修繕計画の対象橋梁 

 

 （対象橋梁の抽出と維持管理レベル設定） 

・ 全管理橋梁 307 橋を長寿命化修繕計画の対象橋梁とした。 

一般国道 主要地方道 町道 農道 林道 合計

0 0 307 0 0 307

0 0 307 0 0 307

うちこれまでの計画策定橋梁数 0 0 189 0 0 189

うちH30年度計画策定橋梁数 0 0 307 0 0 307

全管理橋梁数

うち計画の対象橋梁数

 

  

307 橋について、橋梁規模や橋令、交差条件による第 3 者被害への影響度、緊急時の交通路線確保

面、町民生活との関連度合い等に着目、3 グループに管理区分分けした。 
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(対象橋梁の高齢化) 

 対象橋梁 307 橋中の橋令判明 218 橋についての橋令分布は以下の通りである。 

 

    

 

現時点で約 10%が 50歳以上、10年後には 40%に、20年後には 70%の橋梁が、高齢橋梁とな

って劣化損傷が懸念される時期を迎える。 

直近の点検による健全度判定結果は後述するように全体的には健全度が高いという結果と

なったが、今後は定期的な点検と的確な診断により長寿命化を目指さねばならない。 
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３．健全度の把握及び日常的な維持管理に関する基本方針 

高畠町においては、平成 22 年度までに第 1 回目の橋梁点検を 189 橋について実施し、健全度

調査結果等についてとりまとめた。さらに平成 27 年度までに 118 橋を追加して、第 2 回目の橋

梁点検を実施した。健全度把握の基本的な方針及び日常的な維持管理の基本方針については以

下の通りである。 

 

1) 健全度の把握の基本的な方針 

 ・点検方法は、「山形県橋梁点検要領(案)」（平成 26 年 7 月）による。 

・点検結果をもとに、「橋梁長寿命化総合マニュアル（案）」（平成 27 年 2 月）に従って、橋梁

の劣化・損傷状況を把握、その進行を予測して、長寿命化のための修繕計画を策定した。 

・長寿命化修繕計画は、橋梁を利用する町民の安全と安心の確保を目的に、今後継続運用して

ゆく橋梁点検や維持管理のための「橋梁マネジメントシステム」に組み込み、その要点であ

る健全度については、今後実施する定期点検や対策の実施結果を蓄積・反映して、健全度評

価の精度向上を図る。 

・健全度把握と評価は、後述する維持管理区分ごとの維持管理シナリオに基づき特性を考慮し

たものとする。 

・点検、診断、補修履歴に関するデータは、「山形県道路メンテナンス統合データベースシステ

ム（DBMY）に記録する。また、データの活用により、より効率的な維持管理の検討を行う。 

・点検と健全度把握に際しては、新技術や新工法の活用についても検討することとする。 

   

  2) 日常的な維持管理に関する基本的な方針 

   ・管理橋梁の的確な健全度把握のために、橋梁マネジメントサイクルに従って職員または専門

業者による「日常点検・パトロール」を実施し、外観的な異常を検出し、必要と判断された

場合は、清掃や部分的維持工事を実施する。特に沓座周りや排水設備の状況について留意す

る。 

   ・長寿命化修繕計画に基づき橋梁点検を実施する。点検は全橋梁について 5 年間隔で実施し、

健全度を評価して修繕計画の遂行等について検討する。 

・点検は近接目視を基本とする。 

・長寿命化修繕計画の公開を機会に、「町民の声」を吸い上げることに努め、適宜、橋梁の維持

管理に反映することとする。また、橋梁施設維持管理の重要性を、町ホームページや町内ネ

ットワークを通じて周知し、異常時の報知、清掃工事などへの協力を得ることに努めること

とする。 

   

    点検計画については、別紙に記載する。 
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４．対象橋梁の長寿命化及び修繕・架替えに係る費用の縮減に関する基本的な方針 

 

以下の基本方針に従い、橋梁の長寿命化・修繕・架替えの費用の縮減を実現する。 

・ 前述した管理区分に対応する対策シナリオに基づいた LCC 算定シミュレーションを実施し、費用

面で最も有利な計画、対策工について検討し確定する。 

・ 修繕計画策定期間は、管理橋梁の現在供用年数や耐用年数を考慮して、2020 年度からの 50 年と設

定する。 

・ 劣化予測は、既往の点検データの回帰分析結果を元とする「山形県橋梁長寿命化総合マニュアル

(案)」に記載する予測式を用いることとし、修繕計画において設定される補修対策とその費用単

価についても、同上マニュアル等を参考に設定する。 

・ 橋梁の架け替えに際しては、その時点で最も経済的で合理的を判断される形式に架け替えるもの

とするが、撤去・集約化についても検討を行い、事業費の縮減を図ることとする。 

・ 修繕計画は、町の維持管理予算計画を反映した予算制約の下で、工事費の突出を避けるための平

準化を実施することとし、この場合、各橋梁の架橋条件や健全度評価結果より対策優先度評価結

果を考慮する。 

・ 橋梁マネジメントサイクルを策定・確立させて、効率的で合理的な維持管理を実現する。 

  なお、維持管理業務全般について、山形県県土整備部より技術的な助言・指導を受けながら、適

切な業務遂行を図る。 
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５．修繕計画の概要 

 

 以下、策定した修繕計画の要点を記す。 

 

① 橋梁点検による対策区分評価判定 

過年度点検調査により、307 橋の対策区分は、以下の通り判定された。 

 

判定区分 対策内容と時期 橋梁数 

Ⅳ 緊急措置が必要（概ね 2 年以内） 0 

Ⅲ 早期に措置が必要（概ね 5年以内） 22 

Ⅱ 予防保全の観点から措置が望ましい（概ね 10 年以内） 102 

Ⅰb 状況に応じて措置もあり得る 11 

Ⅰa 措置の必要はない 172 

 この結果は、精査の上で短期修繕計画に反映することとするが、「早急な対策が必要」な現状での耐

荷性能が損なわれていると判断される橋は無く、全体的には健全度は高いと判断される。 

 

② 劣化損傷の傾向分析 

橋梁の規模と形式、構造材料についての整理・分類を行った結果、劣化損傷は、特に RC 床版橋や組

立方式橋梁の比較的小型橋梁に顕著であり、その要因としては、コンクリートの中性化等による経年

劣化と地域気候による凍害であると推定される。 

また、鋼橋については、防食機能の劣化とそれに続く腐食である。コンクリート主桁や下部工につ

いても中性化によるものが大きく、塩害やアルカリ骨材反応による損傷は顕著ではない。冬季の凍結

防止剤散布による塩害については、影響が懸念される 7 橋について検討した結果、コンクリート主桁

や下部工の劣化が他よりも早いと判断されるには至らなかった。今後さらに点検結果を蓄積して注視

して行くことが重要であると考える。 

 

③補修対策 

補修対策は、中長期計画及び短期計画において、設定した維持管理水準を保持するべく決定した。

これに際しては、「山形県橋梁長寿命化総合マニュアル」等を参考とした。 

 

③ 架替の計画 

架け替えについては、管理全橋について 5 年間隔での定期点検を実施するので、基本的に架替替え

要否の判定はこれに委ねることとし、修繕計画では当該部材の劣化損傷が想定レベルに達した時点で

補修ないし取替えを行うこととする。 

橋長 5m 未満の橋梁の架替に際しては、ボックスカルバートへの架替を基本とすることとする。これ

は、架替費用と維持管理の容易さを考慮したものである。 

 架け替え対象橋梁については、撤去・集約化を検討し、事業費の縮減と合理化を図ることとする。 
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④ 中長期修繕計画 

計画期間の設定に際しては、管理橋梁の橋令分布や今後の架替時期、町としての予算計画等を考慮

し、2020 年度から 2069 年度までの 50 年間とした。 

 

⑤ 短期修繕計画 

中長期修繕計画の策定結果に基づき、短期修繕計画は、当面の必要な対策を実施し、定期点検を実

施しながら次の対策を検討に十分と判断される 10 年間（2020 年度から 2029 年度）とした。 
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６．対象橋梁ごとの概ねの次回点検時期及び修繕内容・時期または架替え時期 

 

  管理橋梁 307 橋についての短期修繕計画表（計画期間 50 年中の最初の 10 年間）を以下に示す。 

  予防保全型管理適用橋梁群については、総合健全度評価と橋梁条件から優先度評価を行い、予算

平準化の条件の下で修繕計画を作成した。（別紙参照） 

 

         

 

（補足） 

・ 点検は、予防保全型管理適用橋梁群について 5 年間隔、対症療法型管理適用橋梁群についても 5

年間隔で実施することとする。 

・ 様式 1-2 表には、設計委託費と修繕計画策定費も、町の実績をもとに計上する。 
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７．長寿命化修繕計画による効果 

  

予防保全型管理と対症療法型管理を適用する橋梁 307 橋について、修繕計画での LCC を、

従来の方式であった全橋対症療法型管理による LCCと比較してその差を明確にすることによ

り、長寿命化修繕計画による効果を示す。 

 

（予防保全型管理と対症療法型管理との比較：50年間の LCC合計） 

 以下に示すように、今回策定した予防保全型管理及び対症療法型管理による修繕計画に従

った維持管理を行うことにより、全橋について対症療法型管理を行った場合に比べて、約 

33.9 %、金額にして約 16.6 億円の削減が可能となり、長寿命化修繕計画を策定すること

による効果は明確である。 

 

 
予防保全＋対症療法

型管理 
対症療法型管理 比率 

合計（307橋） 33.4 億円 49.0 億円 68.2 % 
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８．計画策定担当部署及び意見聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

 

 

1) 計画策定担当部署 

山形県東置賜郡高畠町建設課 （TEL.0238-52-1114） 

 

2) 意見を聴取した学識経験者等の専門知識を有する者 

      東北大学大学院工学研究科 土木工学専攻  久田 真 教授 

 

  （実施日： 下記の計 2 回） 

平成 31 年 2 月 15 日： 長寿命化基本方針,橋梁点検結果確認 

  長寿命化計画の具体的審査 

     

平成 31 年 3 月   ： 修繕計画策定業務最終成果品の審査 
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